
















近藤正秋賞に社会福祉法人桜雲会
片岡好亀賞に日本点字委員会が受賞！

名古屋ライトハウス専務理事　山下 文明
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紙　上　慶　祝　会　

　社会福祉法人名古屋ライトハウスが主催

する第20回近藤正秋賞・片岡好亀賞に社会

福祉法人桜雲会様、日本点字委員会様が受

賞されました。

　近藤正秋賞は、『地域団体活動、職業活

動、政治活動などにおいて著しい功績があ

るとともに、今後の活躍が期待される視覚

障害者または団体』に贈られる賞です。

　あらためて申すまでもありませんが、

2022年１月に創立130年を迎えた社会福祉

法人桜雲会様は、1892年１月17日、東京盲

唖学校の盲生徒の同窓会として発足、1902

年に今田束著「実用解剖学」全８巻が点字

本として販売されたことから点字出版部が

発足し、日本で最初の点字出版所となりま

した。1952年には社会福祉法人桜雲会とな

り、日本最古の医学書専門点字出版所とし

て先進的に活動を行ってきています。

　現在は、視覚障害者情報提供施設として、

総合的な点字出版事業、自治体の点字版広

報や音声版広報製作などの委託事業、録音

図書のデジタル化を行うデジタル製作事業、

また、国内及び外国のあはき師の卒後教育

支援事業、生活用具支援事業、バスツアー

や講演会の企画など社会活動等々、常に第

一線で活動を展開し盲界をリードしてきま

した。

　点字出版事業を中心としたこれらの輝く

業績は“近藤正秋賞”にまさにふさわしい

ものであります。

　また、片岡好亀賞は『福祉、教育、文化、

スポーツ等の分野で活躍し視覚障害者の社

会的進歩に著しい功績があるとともに、今

後の活躍が期待される視覚障害者または団

体』に贈られる賞で、日本点字委員会様に

贈られました。

　こちらも言うに及ばずですが、1966年に

発足した日本点字委員会は、盲教育界と盲

人社会福祉界からの委員を中心に組織され、

日本における点字表記法の唯一の決定機関

として、点字表記についての提言や表記の

統一に向けた活動、表記法の決定と普及、

点字研究機関の育成と指導、内外関係諸団

体に対する連絡と調整など点字全般に関わ

る活動を継続的に行い、点字を通した視覚

障害者のスムーズなコミュニケーションの

確立と社会参加の推進に大きく寄与してき

ました。

　これらの活動と業績は“片岡好亀賞”に

まさにふさわしいものであります。

　両賞とも日盲社協、長岡雄一理事長にご

推薦いただきました。ありがとうございま

した。

　点字考案200年という節目の年にあたり、

両団体の業績と活動は今回の受賞にまさに

ふさわしく、あらためましてお祝い申し上

げます。

　おめでとうございました。

ツカメ
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